
１学期の高等部の保健では、薬物乱用防止やＡＥＤの使用を含む心肺蘇生法、自分でできる手当てについて学習しました。 

『遊んでいるときに倒れている人を見かけたら、どうしますか？』と尋ねると、生徒たちからは「何もできないかも・・・」

「とりあえず声を掛けるかな」と答える生徒が多かったです。実際に、心肺蘇生法を体験したり、近くの人に助けを求める学

習をしたりすることで、「いざとなったら、人を助けられます！」「大人をたくさん集めます」と自分ができることを考える

ことができました。夏休みは、けが・事故なく楽しく、安全に過ごして欲しいと思います(^^)/ 

 

 

 

 

 

 


